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合 成 清 酒 の 製 造 に 關 す る 研 究 （第 4 報）

清酒工 場副産物 を原料 こ す る阪大 法第III型式 に

依 る合成清酒 の製造 （其の 2 ）高精 自米使用清酒工

場 及 び低 精 A 米使用 清酒工場 に 於 け る原料配合 の 差異
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」書τ 島 文 雄
，

　　著者は阪大法第 匿型式 に 依 り清酒工 場 に於て 副産す る米糠 、酒粕 を用 ぴ て 合成清酒 を製造 す る 實
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CD

　際的方法に 就 て發表 した の で あるが 、こ の 場合高精 自米を使 用す る濤酒工 場 と 、 低精白米を使用す

’

る 工場 とで は ・ 得 られ る副産物 の 量 及 び そ の 躓 が 異 るか ら 、 從つ て こ才薄 の 琳 彫 騰 て 合成清

　酒 を製造 す る場 合、糠 及び酒粕を過不足 な い 樣に す る に は 、 そ の 配合 割 合が 異つ て 來る 。

　　二 の 第 理 式 に 依 る場合 に は 原料 ア ・・ コ
ー ル 製造用澱粉原料 と精製糖液製尚 1亅跚 源 料が 必要で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2〉

　そ の 割合 は 澱粉使用 係數 AIZ が 、
0・6≦ A ／Z ≦3・2 の 條件 を滿足 する事が必 要で ある 。 清酒工場で

副剃 る灘 1・赤糠及 び 白糠 等を過 不足な く側 1す る樣に する e・・b・t・．こ れ等の 原料を原料 … コ ー

　
ル 製造用 及 び 精製糖液製造用に 如何 なる割合に分配 した ら この 條件を滿 足す る か と云 ふ 事 を決定 し

　なければ な らな い 。 清酒工場 に 於 て 得 られ る これ等 の 原料 は 、 低 精白米を使用す る T．場 と 、 高精白

米を使用す る工場 とで 、そ の 量及び 品質 も異るか ら 、 原料の分配割當 も異 つ て 來 る 。 茲に 於 て は 高

精白米を使用す る清酒工場及び 低 精白米を使 用す る工場に 於て 、 そ の 副産原料 を以 て 合成 清酒を製

造す る場合 の これ等 の 問題 に就て 報 告す る 。

〔董〕 高糖白米使用工 場の 副産物 を以 て合成渚酒 を

　　　製造す る場 合

　　1．，副産物の製産量

原料米の 精白鮃 均20〜30％の場 合 ・ 蹴 す る湘 ・糠 罎 は 黼 1
，
000礑 吠 數 の nn〈

で ある 。

　　　 酒 粕 6，900貰 　 赤 糠 5
，
000 貰 　 rf・1 糠 2，90瞶

　　2．阪大法第 艮型式 の 適用性

酒粕 の 噛 成 舵 繃 潮 精 ・ 跡 葡萄徹 鰤 ・齣 として 表は した徹 25炭 す る 。 この 酒粕
1°u　 i”1よ b得 られ る燒醍 純 ・ … … ル と し て 求 め 訳 翻 澗 精等購 溜踏 疎 る か ら 、 コ し

を酸槲 ヒ法 に 依 嚇 化 し夏に 酉發酵 し・こ れ を網 し て 原 料 ・ ・レ コ ー ・・ 臓 る もの け ． 酣 10瞶 よ

曜 られ る鮒 燒轍 び原 料 ・ … 一
・ （酬 の鬮 颶 肪 法に 働 得 られた ・ 、・ ・ ＿

、。 が 覗
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法 上原料燒酎 、 及び原 料 ア ル コ
ー

ル と區別 され て ゐ るが 、以 下單に 原料 ア ル コ
ール として 表は す場

合があ る 。 ）純 ・ ル ・ → ・・として 算 日骨 る 。 狽 し瀰 撚 溜に 於 け る蒸溜戦 go気 蒸溜燦 よ りの

製造歩合を70％ とす る D

　　　原料燒酎 ニ
ー

　　　　　1・・× 一．？
一×

1紘．・ 一論 ×
一
。歯5

− ・肌

4  ％ として 1瞶 當 ｝） 0．0415イ1とな る 。 粕 の よ い もの は 0・08石位取 る 事が 1亅徠 る
ρ

　　　 原撃トア ル コ
ー

ル ：
・−

　　　　　1・・x ÷ ・ 論 ・ 十 × 一論一… 5113 ・ 纛 一一・7L

　從 つ て ア ル コ ＿ル を純 ア ル コ ール と し て 求 む る と、總計76・8L
鹽
となる 。 40°

として 製産す る もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

とす れば 192L （1．07 石）　とな る 。

赤糠 の 翻 價 の 雫均 を30観 して 、これ 鑞 糖化 し齶 鰡 して ・ ・…
一ル を製造す る もの け

れば 10瞶 當 b の ア ・・ ゴ ー・・璢殳得量 は製造歩 合 を 70％ と し て 次 の 如 くtxる ・

　　　　　　1… 亨 x −｛磊一 ・ ．琴
｝一．・ 論一 ・ ・5113 ・ 驫

一56・・ L

　 從 つ て 酒柏及び赤糠 よ りの 全 ア ・レ コ
ー・環 は 次 の 如 くな る 。

　　　　　6
，
・… 奮 ・ ・・・・… 器 一 數11・ ・

　 こ の ア ル コ ール を原糖量で 表は す と次 の 如 くな る 。

　　　　　 8，110xO．795× 1．955＝＝12，600kg

　 白糠 よ り囎 化法 に 依 り糖液を製造 し 、こ れ を精製 して精製糖液 とし・、離 せ しめ て 冶 嘶 舗

製 造 の 醸酵母液 を製造 す る もの とす る p こ の 場合醗酵に依 り生 じた ア ・レ コ ール
、 禾醗酵の 状態で 殘

存せ しむ る糖量其 の 他 エ キ 気分 を構成す る諸成分 を總計し、使用原料に郵す る製品 の 原 エ キ ス 生成

率を70％ とす れば ttl糠　100貰よ り得 られ る原 エ キ ス は 次 の 如 くなる 。 白糠の 澱粉價を65％とする。

　　　　　　・… 一蓼一×
．
磊 ・ ．十．× 一倫 一 19・k・

　 從 つ て 2，900貰の 自糠 、辷り得 られ る原 エ キ ス 量 は 次 の k【1くな る 。

　　　　　2，9… 1器 一 5・5・・k・

　　清酒工場 に 於 c副産する 赤糠 及び酒粕 を原料 ア ル コ ール の 製造に 用ひ 、 自糠を精製糖液製造 に用

ふ る もの とす れ ば 、澱 1 よ b得 られた 原 料 ア 丿：・コ ール と 、 精製糖液 とが製品合戊 清酒 に 於 て 原 エ キ

　ス を構成 す る 割 合 は 次 の 蜘 くして 求 め られ る．．

　　　　　　12，600　： 5500 ＝ 100　−x 　； x

　　これ よ り x を求 め ⊂ x − 30．4 とな る。

■
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　即 ち澱籾使 用係數 A ／Z は 次 の 如 くな る 。

　 　　　　 AIZ 諞69．6／30．4＝2．29

　 AIZ 《）こ の 値は 阪大法第 雁型式 1・c 於 ける必凄 條件た る

　 　　　　0．6 ≦AIZ ≦3、2

　 の 條 件 を滿足す る もの で あ るか ら 、 L記 した様 な原料割 當を行 ふ と阪大法第 H型式に 依 り合成清
’

酒 の 製造 を行ふ事が 禺來る事が明か とな つ た 。

　　3．　製　　造　　育旨　　ブ」

　 1
，
000石 の 清酒工場 よ 1）副産 する酒粕 、 赤糠 、 自糠を用 ぴ て 合成 清酒 を製造す る場合その 最大隈石

數を求め て 見 る 。 酒粕 、赤糠及 び 白糠 よ り得 られ る原糖量及び原 工
一v ス 量 の 總計は次 の 如 くで あ る 。

　　　　　12，600＋ 5，SOO＝18
，
lookg　　　　　　　　　　　　　　　　　　

』

　然 る に 製 品規格 ア ル コ ール 20容量％ 、
エ キ ス 分 69／100ccの 合成清酒 1石 の 原 エ キ ス 量は 68kgで あ

る か ら、こ れ等 の 副産物 を全部用＄、る場合の 合成 清酒 の 製造石數は次 の 如 くな る 。

　　　　一響 一266石

　 ア ル コ ール 分 165％の 製 品 とす れば 、320石 とな る 。 即 ち この 場 合溝酒 に 對 し 32％の 合成 清酒が

得 られる事 となる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 h

　　　　　　　〔II〕　低縞白米使用工 場の 副産物を以て 含成清酒 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ■

　　　　　　　　　　製造す る場 合

　　L　原 料 の 製 産景

　30％程慶の 高精自米を使用す る清酒工 場に 於て ぱ副産物 として 多最の rh糠 を生産す る か ら、合成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

清酒を製造 す る に は この 自糠を基礎 と し て 、 こ れ を酸處理 す る事に 依 り合成清酒 の エ キ ス 分及び香

気等 を化生 せ し む べ き基質を 多 量 に 製造 す る事が 醗來 る 。 然 る に 精白慶20％以 下 の 低精白米を使 用

す る 1青酒工 場 の 場 合 に は 、自糠 の 量 が 少 い か ら合成清酒製造 に 於 て 最 も必要 とす る エ キ ス 分 ・及び

香氣成分を化生せ し む べ き墓質に 不足 を來す事が あ る 。 今2  ％減精臼を行 ふ場合 の 米糠量を算出す

る と次の 如 くな る o

　原料米10石 よ りの 清酒を 14．5 石 とす れば 1，000石の 清酒工場に 於 て 必要 な原料米は690石 とな る。

從 つ て 搗減 20％ とす る時の 米糠量 は

　 　　　 60 ＋ （1− 0．2）− 690＝＝170

　立米及 U
’valh米を　 1石 40貫として 總 て重景 で 取扱ふ もの とすれ ば得 ら れ た米糠 の 重量 は

　 　　　　170× 40＝6，800貫

　搗減5 ％迄 を赤糠 、 搗減6〜 10％を 二 番糠、搗減 11〜20 ％を 自糠 とす れば各等級の 總量 及 び 澱椦

價は 大體吹 の 如 くな る。
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赤　　糠

二 番 糠

自　 　 糠

（・1・ 島）

搗減（％）

　 O〜5

　 6〜1011

〜 20

合
・成演酒 の 製造 に 關す る研究

　 　 　 　 　 　 鉾

澱粉價（％り

　 25

　 45

　 60

貫　數

1，7001

，？OO3

，400

〔第 4報）

純 澱 粉量（貫）

　 425

　 7652

，040

　酒粕は 10貫粕 とす れば 6
，
900貰 とな る 。

　　2，阪大法as　1型式の 適 用性

　清酒工 場に 於 て 副産す る原料 を全部 用ふ る もの とし 、 そ の 使用方法 を次の 如 くす る 。

　 i．　原）Fil・ア ル コ ー
ノレ 製造 用．原半1・：

　高精白米の 場 合 と同様 に 酒粕 よ り常法に 依 り燒酎を取 り、その 蒸溜殘 渣を酸糖化 し 、 醗酵せ しめ

て 蒸溜 して 原 料 ア ル コ ール を製造 す る 。 叉赤糠及 び 二 番糠 を酸糖化 し原料 ア ル コ ー ル を取る もの と

す る 。 從つ て 1000石 の 溝酒工 場 に 於 て 副産す る こ れ等の 原 料か ら得 られ る原料 ア ル コ ール 釧 父景は

次 の 如くで ある 。

　酒 粕か らの 原料燒酎及 び原料 ア ル ニコ ール ：
一一
高精 自米 望使 用す る 場 合 に 於て 求 めた樣に 、蟯酎の

蒸溜卒を90％ 、 蒸溜殘漬か らの ア ル コ ール 製造歩合 を70％として 求 め る と 100 貰の 酒糊 よ ｝丿40％の

ア ル コ ール 192L と な り、6
，900貰の 酒粕か らは 5，300Lの 純 ア ・」 一ル が 得 られ る 。

　 り

　赤糠 及び 二番糠 よ りの 原 料 ア ル コ ール ：
一赤 糠及び 二 番糠の 儼粉景は

　　　　　 425＋ 765＝1
，
190じぎ

，
で 、ア ル コ

ー・J：の 製造 歩合 を70％とすれ ば、こ れ よ り得 られ る純 ア ル コ
ール の 景は次 の 如 くで ある

　　　　　1・19・x 一学一
× ・5113・ 鵬 ・ ず ・ 翫 一・肌

　 從つ て 原料 ア 丿； コ ー ル の 總量 は 次 の 如 くな る n

　　　　　 2
，
230十 5

，300＝ 7
，
530L

　 ii． 精製糖液製造用原 料 ：

　精製糖液製造用原料 として ほ 白糠 を11Lこ、る の で あ る が 、
　n糠 の 總量は 3，400貰で ・その 澱 粉量ぽ

2
，
040貫とな る 。 從 つ て こ の 澱粉 よ り得 られ る製 品 に 於 け る 原 工 ＋ ス の 生成 率 を70％ とすれ ば

　　　　　・脚 × 一！i− ・ b°．−X 一
論

一一 95 k・

　 從つ て 原料 ア ル コ ー」V7 ，530L ．で 猜製糖液 の 原 エ キ ス 構成分5，950kgとな る か ら 、 こ れ等原 料 の 製

晶 合戊清酒 に 於 ける 原 エ キ ス 構成の 割合は 次 の 如 く算 出さ れ る 。 先づ ア ル コ ー ・螳 原糖量で求 め る

と

　　　　　 7
，
530 × （｝．795× 1．955＝n ，700kg

　 從つ て 原料 ア 丿 L ニコ ール 殴 むじ精製 糖液の 原 エ キ ス 構成 の 割 創
．k

　　　　　 11
，
700 ： 5

，
950＝ 100− x ： x

　 こ れ よ り x を求 め る と、 x ＝33．7とな る o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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　 これか ら澱粉使用係數 A ！Z を求め る と次 の 如 くな る 。

　　　　　 A ／Z ＝ 66．3133．7＝1．97

　こ の 値は eg　E 型 式の 必要條件な る A 〆Z の 限界 内に あ る か ら、前逋 した様 な副産物 の 割當使用 tt

行 ふ事に 依 り合成清酒 の 製造 を合理 的に 行 ふ事が 出來る。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え

　茲に 注意す
’
べ きは 高精白米を使用 す る 工 場 に 於 て 副産す る副原料を用ひ た場合に は 、 A ／Z 　− 2．29

で低精白米を使 用す る工場 に於 て副産す る原料 を用ひ た場合 は AIZ ・ ＝ 1．97で 、 後者 の方が A ／Z が

小 さ い 結果 、 を示 し て ゐ る事即ち精製糖液製造用原料が 後者の 方が多 くな つ て ゐ る事で ある 。 これ

は 副産す る原料の 數字を見れ ば 明か な様に 、 前者 に 於 て は 赤糠 を5，00瞶 、 白糠を2，900貫とし s

’
後潜

に 於 て は 赤糠 を 1
，
700貫、二 番糠を i

，
700貰 、 白糠 を3

，
400舞として ゐ る事に依 る もの で ある 。 即ち從来

清酒工場 に於 て は 精白に 依 り得 られる糠 を赤糠 と白糠に 大別し15％程度迄を赤糠 とし 、 15％以上 の

精 白 に 依 り得 られ る もの を白糠 とし て ゐたか ら、そ れ に 從A、と前者の 様 に 高精白の 場合に 於 て も赤

糠が 5
・
000貫とな り・A糠が 2，900貫 とな り自糠が少 く、從つ て A／Z が 大 とな る の で あるが 、精自度

の 低 い 場合に は糠の 處分を斯様 に 行 ふ と精製糖液を得べ き自糠 の 量が著 し く少 くな り A〆Z は 3 以

上 の 徹 示 して ・ 副産す る原料の 過不足な く用 ぴ て 沿 蝙 酒癜 造す 徳 力咄 來な くな る ． こ れ

を防 ぐため に 糠を赤糠 、 二 番糠 ， 白糠 とに 區別 し、且つ 精製糖液製造用 とし て 使用に 耐 へ 得 る もの

を最大限度に得るた め に 自糠 として 11％以上 の 精白に於 て 副産す る もの を取つ て 使 用 に 供 す る様 に

した た め で ある 。 精製糖液製造用 として は赤糠で も用 ひ られな い 事は な “が 、 糖液 の 精製 が 困難 と

なるか ら・比 較的糖液の 精製が簡 單で 且 つ 濃厚な 糖液が 得 られ る最低限界は 、 精内度が 11％ 程 度

で 、 こ れ 以 ．Lの もの は精製糖液製 造に 用ひ られ る の であ る 。

　　3，　製　　ま簟　　育旨　　プコ

　20％程度の 精 白米を使用す る清酒工場に 於 て 、 清酒 1
，000石當 i，に 對 し副産す る糠 、 酒粕 を全部合

戊清酒に用ふ る もの として 、 それ よ り得 られ る 合成清酒の 量を算出して 見る。

　製品 合成清酒の規格 を前 と同樣 に酒精 20％ エ ヰ ス 、6g ／100cc とすれば 1石 の 合成清酒の 原 エ キ ス

1疑は68kgで あ る 。 然 る に酒粕、赤糠二 番糠及 び 白糠 よ り得 られ る原 纃度及 び原 エ キ ス 景の 總計は ．

　　　　　11
，
700・＋−5，950＝17，65〔｝kg

　製 品石數は 次の 如 くな る。 　
「

　　　　　ユ響皀一… 石

　 　 　 　 　 　 　　

　今製品 の ア Pl… ＝ 一ル 濃廈を 16．5％の もの とす れ ば 314石 の製 品 となる 。

　4，精白度の最 小限界

　粗白米を使用す る清酒工 場に於 け る副産・物 を總 て 使 用し て 、 合成 清酒 を製造す るも の とすれ ば 、

精製糖液製造用原料 として 白糠 の 使 用 を必 要 とす る 。 精白度が 低 下 す る に從ぴ 、こ の 自糠 の 量 も減

少す る もの に して 、清酒工場に 於て 副産 する原 料を全部使用するた め に は最小限慶如何な る程旋の
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白糠を必要 とす るか、即 ち最小限如徊な る程度迄 その 搗減を低 下す る事が 出來 るか を求 め て 見 る 。

　阪大法第 1型式に 於 て は澱粉使 用係數の 最高が 3．2 で それ以 下で ある事を必要 とす る 。 1
・
OO 石 の

清酒工場に於て 酒粕及 び赤糠 、
二 番糠 を原料 ア ル コ ール 製造 用に 供 す る もの とす れば 、 これよ り得

られ る ア ル コ ール は純 ア ル コ ール として 7
，
530L で 、 原糖量 として 求める と11，700kgと

』
な る 。 從つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 看

て 白糠 よ りの 原 エ キ ス 構成分の 最小 限界は AIZ ＝3として 次 の 算式で 求め られ る 。

　　　　　11・700＿3
　 　 　 　 　 　 X

　 これ よ り x を求め て 、 x ・＝ 3，900kgとな る 。

　即 3
，
90Dkgの 原 エ a．玄量 を生成す る に 足 る白糠が 必要 で あ る 。 製造歩 合 を 70％ と して 求 め る とそ

の 量 は次の 如くな る o

　　　　　脚 ・ 一
黔

．・ ．十 × 一岳
一瑠 惑 … t“

　 1石 40貫で 石 數に換 算する と、約 56石 とな る 。 從 つ て 若 し原料立米量 を20％精 白に 於け る もの を

基礎 とすれ ば

　　　　　一謡一一… 65 　 　 　 　 　 、

　とな るが 、 精自度を低下 すれ ば原料tt米の 必要量 も小 くな り從 つ て ・こ の 價は O・065 よ り大 き く

な る が 、それ と同時 に 副産す る赤糠量が 小 くな り、原 料 ア 丿；・Jl・一・）V が 少 くな ひ 〕・ ら 、 白糠 よ bの 原

エ キ ス 量 も3　，
900kg よ b 小さ くて よ い 事 とな ｝）、白糠量 も僅か で は あ る が ・2230貫よ b 少 くて よい

事 とな る 。 以 i：の 結果 よ b 大體 、 清酒醸雌用原料 立米の 精 rl度が 16− 17％で あれば 、 副産 す る 酒 粕

糠を合成清瀬製造 に完全 に 利用する事が 出來 る。

　 5
、 精白度 16％の 場合 に 於 け る 合成清酒製璋能 力

　精白度を低 下 す る事 に 依 り副産す る米糠景 も減少す る か ら 、 溝酒製造 の 副産物 1 利用す る 場 合の

合成 溝酒製造許容石數 も減少す る 。 精n米は前湛の 様 に 1， 001iの 清酒製造 に 69妬 を用ふ る もの と

す れ ば、16％精n に
’
於 け る 玄米量は 、

　　　　　 690 ÷ 〈 1 − O．i6）≒ 822

　從 つ て米糠量は 大體 130石相當量で 貫數で 求め る と5，200貫 とな る 。 こ れ ぽ 前述 した樣 に赤糠 、．二

番糠及 び 白糠に 分け て 見る と次 の 如 くな る 。

　　　　　　　　　　 搗減（％） 　 澱 粉價〔％） 　 貫 數 　 純澱 粉 量 （貫）

　　　　劣竃　　糠 　　　　　　　　O〜 5　　　　　　　　　25　　　　　　　　　　　1
，
625 　　　　　　　　　406

　　　　二 番 糠 　 　 　 6〜 10 　 　 　 45 　 　 　 　 1，625 　 　 　 73G

　　　　白　　　　糠　　　　　　　　　11〜 16　　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　ユ，950　　　　　　　　　　1，170

．從 つ て 酒粕及び赤翫 rl番糠 よ りの 原料 ・ 加
一

・ の 量 は純 ・ ・1 ・ 一 ・・ と して 求め る 款 の 駅

な る。

　酒粕 よ りの 原料 ア ル コ
ール は 、酒粕が 10貫 、 粕 と して 6，900貫得 られ る もの とすれば ・前述 した場
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　　合 と同樣 に 見て 、 5
，
300L の 純 ア ル コ

ー ル が 得 られ る。 赤糠 及 rs
’
二 番糠 よ りは 、 その 澱粉量の 總計が

　　1・136貫で あ る か ら 7 ％の 製造歩 合 として

　　　　　　　聯 ・ 芋 … 113× 一轟一x謁壁一・帚ぢ
・− 2

，
12・・L

　　　從 つ て 原料 ア ル コ ール の 總量 は

　　　　　　　2
，
120＋ 5

，
300ニ7，420L

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’

　　　これ を原糖量で求 め る と

　　　　　　　7420 × O．795x1 ．955−＝11500kg

　　　白糠 よ り精製糠液を製造 する もの とし、製品 に 於け る原 エ キ ス の 生成率を70％とすれば白糠の 純

　　澱粉量は 、1， 170貫で ある か ら

　　　　　　　1・17・・芋 ・ ず一X 一撫 細 k・ 　 　 　 　 　 ・

　　　從 つ て 澱粉使用係數は 、次の 如 くなる o

　　　　　　　S．
一 」
嬲 一 …

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロ
　

・
　 即ち阪

．
た法第 霊型式に 於 け る A ／Z の 最大隈界 3．2よ りも大 とな る か ら 、 精製糖液 に 不足 を來 し

　　て 來る b 從 つ て こ の 場合に は 精製糖液に 於 ける醗酵を抑制する事が 必要 となつ て 來る 。 然 し16％位

司　 の 粗 白米を用 ふ る場合に は 酒粕に 於 ける澱粉量 も20％の 精n の場 合よ り低下 す る か ら ・ 酒粕 よ りの

　　ア r．コ ー
・・ が減少 L 、 從 つ て 原料 ア ル ・ 一ル は 實際に は 前述 した棚 〔 5

，
300L 得 られな 、・ 事 とな る か

　　ら 、 A ／Z は大體 3 内外の 價を示 し 、 清酒工場に 於て 副産する酒粕 、 米糠 を總て 完全 に使用する事

　 が 出楽 る事 とな る 。 こ の 場合の 合成 清酒の 製造能力の 最大は 20％ ア ル コ ール の もの として 次の 如 く
，

　　なる 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c 　　　　
丶

　　　　　　　　
聯

器
餌4°°

．つ
19・

　 ・ ア ル コ ール の 濃度を16．5％の 製 品 とすれば 、 約 260石 とな る 。

　　　　5 、合 成溝酒 1石當 り必要な原料

　　 20％精白米使用及び 16％精自米｛吏用溝酒 工楊に 於 て 副産す る酒粕、米糠を總て使用す る もの

’
とせ

　 ば 、 1 石 の 合成済酒を製造す るに 必要な酒粕 、 赤糠 、 二番糠
’
及び白糠量 は夫 々 次 の 如 くな る 0

　　　　　　　　　　　　　　　 20 ％精 白　　　　　　　　　　　　　16％精白
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −

−−．−．・−．．　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 − ，
　　　　　　　　　　　　総量慣 ）　　　　 1 石 當 （貫⊃　　　 總 量 〔貫）　　　　1石 當 （貫う

　 　 　 　 酒 粕 6900 　 26．5 　 6，900 　 3L5

　　　　 赤糠及二 番 糠 　　　 3，400　　　　　 ！3．Q　　　　　　3，250　　　　　　 14．8　　　　　　　　　 ．

　 　 　 　 白　　　　　　　糠 　　　　　　39400 　　　　　　　　　　13、0　　　　　　　　　　　1，950　　　　　　　　　　　　8．8

　　 但 し酒粕の 酒精分 7 ％（重量 ％）、 澱粉價25％、赤慷 、二二番糠及び 白糠の 儼粉價を夫 々 25％ 、 45％

　 及 び 60％ と し た 。 從 つ て その 成分が 、 前逋 の 數字 と一致 せ ない 場合に は 、 それ だ け原料必要 量を補
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正 すればよい 。 叉製造歩合 は 酒粕よ りの 酒精蒸溜歩合 を90％ 、 其の 他 糖化醗酵を行は せ る場合 に は

70％ とした 。

　澱粉原 料 を酸糖化 し 、 中和 するた め に 硫酸及び 石灰が 必 要で 、 そ の 必要量 は澱粉原料 の 糖化 を常

壓講化 を行ふか 、叉は 加壓糖化を行 ぶ か に 依 り 、 署 し く異る もの で あ る。 溝酒工場 に於て は完全 な

る 加壓糖化 の 裝置 を持 ち含せ な い 冫
7
賄 、 常壓糖化を行 ふ もの とすれば 、 糖 1ヒに 必 要な硫酸は原料に

・
對 して 大體 10％を要す る。 酒粕を蒸溜 して 得 られ る蒸溜殘渣は 酒粕の 80− 9D％で ・ 目．つ フN：；｝e，　 seJ．r

以 ．L 含ん で ゐ る か ら蒸溜殘渣 の 固形 物は含成清酒 1石當 り20％ 、 精白米の 場合に於 て U 〜12 貰 、
16

％精白の 場 合 に 13・− 14esとなる 。 從 つ て 澱粉原料の 總量は20％精白の 場合37〜38貫 、 1626精自の 場

合 は36b 〜37b 貫 とな 1）、兩者に 於 て 殆 ど同・一となる 。 今 38眞とし て 必要な硫酸及 び 石灰量 を求 め

る と、次 の 如 くな る。 硫酸は純硫酸 として 表は すか ら、工業 用硫酸を用ふ る場合に は そ の 濃度 に 從

ひ補正 すれ ば よい Q

　　　　硫　酸 ：−

　　　　　　　38x 一 ． ・ ．論 一 職

　　　　石　灰 ：−
t

　　工業 用石灰 を用議、る場合 そ の 純度は 、
85％程度で 、 そ の 必要量は 純硫酸に 對 し85％あ れば よ）・

。

　從 つ て 12kg の 石灰が必要で あ る o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　 6 、製造 の 實例

　　（1）　原料 ア ル コ ’一・　r． の 製造

　　原料 ア ル コ ール は酒粕の 蒸溜及 び粕蒸溜殘漬 、 赤糠 、 ：二番糠 を酸糖化 して 艨酵せ し め 、 蒸溜する

　 2 工程 よ りな る o

　　 i．酒粕の 蒸溜

　　合成酒 10石當 i）　315　tE
’
｛の 酒粕 を必要 とす る か ら、

「
こ れ を63貫宛 5回 に常法の 如 く蒸溜する か ・ 叉ほ

．これ に 7J〈・tL　mStuして 攪撒 置し搾言トして 、 そb汁を釜 に 入れ る か 、 そ の 他遖當な 方法に 依 り常法 の

　郊 く蒸溜す る。 蒸溜歩合を90％ として 求 め る と、純 ア ル コ ール とし て 93．87L
’
とな り、ア ・；

・コ
ー

ル 濃

　 度40％の もの を製造す る もの とすれ （maM ．6L （1305石） とな る 。

　　 il． 粕蒸溜殘渣、赤糠及 び 二 番糠 よ り原料 ア ・レ コ ー丿し の 製造

　　 蒸溜殘 清は 315員の 酒粕 よ り270貫得 られ る。 叉赤糠及 び 二 番糠は 同景宛使用 する もの として 兩者

　 の 混 合物 U8 貰を糖化 し醗酵 す る事 を要す る c從つ て 糖化操作は蒸溜殘液に於 て は 135資宛 2 回 ・糠に

． 於 て は 148貫を 1 回 に 糖化 を行ふか 、 叉 は 蒸溜殘渣90貰、糠50貫 の 割合に混和 し 3 『11に 行 ふ もの とす 。

　　 蒸溜殘澄90貫に 糠50貰を混和 し．3 回 に 糖化 を行ふ もの とすれ ば ・こ の 混合 物 140貫に 水 6 石を

　 添 加 し 、 これ に 硫酸を純硫酸 として 525kgを添加 し 、適當に 加熱糖化を行 ひ 、糖化終了後 ∈灰44．5kg

　 を添加 し、糖化液約 8石 が 得 られ る 。 次で 同様 に 糖化を 2 回行 ぴ 、 得 られ た糖液を合併 し ・ ア ）：・コ
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一丿L 醗酵を行ぴ 、 常法の 如 く蒸溜す る 、 製 造歩 合 を70％とすれ ば

　　　酒粕蒸溜殘渣 よ りの ア ル ：1・一・」L は純 ア ）： コ ール として

　　　　　315× 一一ls”．・ 鵝一
× ・・5113　× 一論一・

。泰 ・ 碧一148L

　　　糠 よ りの ア ル コ ール は 純 ア ル コ ール と し て （糠の 澱粉價李均35％）

　　　　　1・8× 一一hS．一．・ ．福 ・ ・5113 × 一
論

一・

。、1， ・十 …97L

229

　從つ て 純 ア ル コ ール は 245L で 、 40°
の 原料 ア ル コ ール とす る と613L．（3，40石）となる。 依 て 原料

ア ル コ ール の總量は 40°
ア ル コ ール とし て 4．435石 とな る 。

　（2 ）　精製 糖液の 製造

　白糠88貰に ．，k　4 石硫酸33kgを添加 し て遖 當條件に 於て 糖化 を行 ひ 、 糖化終了後石灰 28kg を添加

し て 中和 し ・ 脱色精製 して 糖濃度 100cc中209の 糖液990L （5．50石）を得る Q

　（3 ） 精製糖液の 醗酵及び原料 ア ル コ ール の 添 加　
’

　前 τ1楳 に 於 て 得 た精製糖液 55 石 に 酵母 を添加 して 適當條件で 醗酵せ し め 、醗酵の 邁當な る時期

に 原料 ア ル コ ール 嘱 35石を適當な條件
一
ドに 添加 して 全容量を 10石 とす る 。

　（4） 製 品 の fj：ヒ

　糖液 の ア ル コ ール 醗酵に 作ひ 、 被醗酵液中に 極 く，僅か に 溶解 し て ゐ た硫酸 カ ル シ ウ ム は 、 そ の 生

成 ア ノ； コ ール の た め に溶解度を著し く減少．し析出 し、これ に ア ル コ ーリレ を添加 す る事 に 依 り、 そ の
　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

溶解度は 更に 減少 し、硫酸 カ ル シ ウ ム が 析出す鬼。 製品中 に は こ の 硫酸 力 f”シ ウ ム を含有 し 、 こ の

外に 酵母を含有す るか ち 、 これ 等固形物質 を濾泌 し透明 とす る と同時 に 、更に 製 品 中tc極 く微量 に

（そ の 程度は 硬凄の 高 い 清酒 の 仕込用水 と殆 ど同程度で ある）溶解含有 さ れ て ゐ る硫酸 カ ル シ ウ ム

を適當な 手段に 依 り除去 して 仕 Eげ を行ふ もの とす る。

　 　 　 　 　 　 　 ，

　　　　　　　要　　　　 旨 ．

　清酒工場で 副産す る糠 、溏粕等 を原料 と し て 、阪大法第 肛型式に 依 り合成清酒 を製造 する場 氤 ぞ

れ等 の 原料を過 不足 な く使用 す るた め に は 、 製造に 用ふ Zl　B 糠 、 赤糠及 び酒粕 の 使用割合に 一定の

剛限が あ る。 本報に 於て は 、 高精 自米使用清酒 工場及び低精白米使用清酒工場 に於 て 、
’
そ の 副産す

る原料を用ひ て 合成清酒 を製造す る 場 合 の 、こ れ等 の 問題に 就 て 究め 目．つ 、製造の 實施例を報告 し

た そ の 結果 を要約す れば次 の 始 くで ある 。

　　1i25 〜30％の 精Fl米 を用ふ る清酒工 場に 於 て 、 現 在得 られ る匐】産物の 量は 清酒 11
’
eOO石 ie對

し酒粕6・900畏 ・ 赤糠 （精 r、度約 15％迄 を赤糠 とし て ゐ る） 5，000貰、内糠2，900貰で あ る o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　2 、溝酒 1，　OOOi．iよ り得 られ る これ等 の 副原料 を用 ひ て 阪大法第 囗型式に 依 り、合成清酒 を製

造 する に酒粕及 び 赤糠か ら原料 ア 丿レ コ
ー

ル 、を探れ ば 、純 ア ル コ
ール と し て 8，

110L で ，臼糠よ り得 ら

れ る精製糖液の 原 エ キ ス 構成物量 は 5，500kgとな る 。
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　　3 、 この 場合に於 け る澱搬 ♪縣 數 A ／Z は229 とな り、副産腓 ・トを斯る割合 tC　J−］Sふ る畭 阪

大法第 題型式に 依 り各原料 の 過 不足 な く 、 それ を全部合成清酒 とする事が 禺來 る 。 この 場合得 られ

る合成清酒 の 量は 、清酒 1，　OOe石 の 副産物 よ り20％ ア ル コ
ール の もの として 266石で

一
16・5％ ア ル コ

　

ル の もの として 320石 とな り、 清酒に 封 し32％ の 合成清酒が 得 られ る 。

　　4 、精 自度20％以下の 原料米を｝虚 、る場合に は 、現 在
一般 に行は れ て ゐ る樣な白糠 ・赤糠の 晒

分をす る時は 蒲 製骸 製造用 の 1殿鵬 料に 不足練 す の で 、 糊 度 5　g，・i迄を赤糠 は o％避 二：16

糠 とし」 1％以 ．Lを内糠 とし て 取る と20％精白工場 に 於 て 得 ら れ る副産物の 量は清酒 1・000石 に對

し赤糠1，700貫、二 番糠 1，700貰、自糠 3，400貫 、 酒 櫓6190D貰とな る 6

　　5 、 低 精自米使用工場に 於 て 得 られ 跡 糠 播 灘 び 酒粕か ら原1　1・・ 加 一ル 撤 る と7・530

L の 純 ア ル コ ー ル が 得 ら れ 、［
’
1糠か らは 得 られ る 原 エ キ ス 梼成物量 は 5，950kgで あ る 。

　　 6 、こ の 場合 に於 け る澱粉使用系數 AIZ は 197 とな 1
・
｝、 斯 る 原 料使用割合を行 ふ 時 は各原料

に 過 不足な く、 そ れ を全部合成清酒製造 に 使用す る事が 出卒る 。 こ の 場合得 らえしる 合成清酒の 量は

、20％ ア ル コ ール の もの として 260石 で 、 16石％ ア ル コ ール の もの とすれば
、
3澱 石 とな る 。

　　 7
、 精 白に 依 り得 られ る糠 を赤糠 ，

　

M
：番糠及 vrin糠揃 蓮 した様な 精ド優 に 於て ［磧分 じ ・ 赤糠

二 番糠及 び酒粕よ り原料 ・ ル ・
一

・・ を取 り、白糠 よ り精製糖液を取 る も の と
璽rれ ば ・ こ れ等 の 原料

を過 不足 な く使用するため に必要な 内糠 の 最低隈界 、即 ち精自度 の 最低限界 を求 め る と16％とな る 。

こ の 場合得 ら れ る副産物の 量は 赤糠 1， 625岐、1
．
二番糠1，625貰 、 白糠 1， 91瞶 、 酒粕6，900貰で ，1，

000

石 の 清酒の 副産物 よ り得 られ る 合成酒 の 量は 20％ ア ル コ ール として 219石・165 ％ ア ル コ ー 丿；「とし

て 260石 で あ る 0

　　 8 、合戊清酒 1 石 に 必要 な各種、原料 の 量は精白度 に依 り異 1ハ 次 の 如 くで あ る o

　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　20 ％精 白 の 場 舎　　　　　　　16％精 白の 場合

　　　　　　　 酒 粕 　 26．5貫 　 ：3L5貫

　　　　　　　 赤 糠 及 び 二 香 糠 　　　　　　 13．0 ”　　　　　　　　　　　 14．8　，v

　　　　　　　　白 ．糠 　 13・O ”

　 8・8 ”

　　　9 、こ れ 等 の 清酒工場 に 於 て 得 られ る副産物 を月1ふ る場合の 實施例 を報
．
告 した 。
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